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はじめに

森林の生産性|何色をめざす基本的要件のなかで，もっとも重要視されることは，なによりもまず成長の

早い形質のすぐれた31析を見いだすことが先決問題といえよう。そして， このことは，もちろん相当長期

にわたる恒久的手段にまつほかはなし、が，さしあたり考えられることは，在来種を対象とする選抜育種な

らびに邦土に適応する外同樹種の導入である。

外国樹種については，すでに伝えられる工うに，いま西欧では日本産カラマヅが日く評価されており，

また最近わが国ではテーダマツ，ポプラ，アカ νヤモリ ν マ，ユーカリなどが注目されてし、る。しかし，

ここに問題はその適応性である。とくにわが国は地勢，気象ともに女化が多く， 二れが導入にあたって

は，できるだけ多くの樹検をえらび，かっ，地域的に幅をもたせること，およびその生育状態についても

相当期間見まもる必要がある。また従来いっし、ろな目的で導入されてきた外国樹間についても，その後の

生育状態について，このさい早急に実情をとらえる必要がある。

筆者の 1 人引は，さきに四国地方における外直樹種導入の歴史について t凋査したJ そのな/)， -(::針葉樹，

広葉樹ともにあるていどまとまり，植 i寸後すでに 45 年を経過するに d 、たった谷相山国有林(高知営林

局，大栃営林署管内)の外国樹種見本林について調査をおこなったっしかしながら設定の方法，本数ある

いは保育面ーなど 2 ， 3 の問題点はあるかと思われるが，一応とりまとめ報告する。

なおこの調査にあたりご指導，こ'べんたつをしただした林業試験場造林部長坂口勝美氏，梢生研究室長

草下正夫氏，前高知支場長長井英照氏，現支場長片山佐ス氏，支土号這林研究室長堀内潅喜氏および調査に

かくべつのご便宜をあたえられた前大栃営林署長願興寺竹男氏ほか署員各位ならびに土壌調査に協力ねが

った支場土壌調査室井上輝一郎氏に深く感謝の意を表する二

(1)(2) 吾知支場造林研究室員
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見本林の概況

計 1

1.所在地

以下小班名をはぶき林班名をとなえる。

2. itfl ;兄

谷柏山国有林は高知県の中部，香長平野を貫流する物

部川の支ìJiL 谷相川の水源地域を占め，おおむね急しゅんな山岳地ぼうをなしている。そして見本林は 1

-2 林班とも東南に刑する山すそに位し，傾斜は全体的にゆるいが谷あい近くでは 22-280 のかなり急

斜地をなしている。

このように見本林は林班をことにして 2 箇所にまたがっているが，地況は相互に共通性をもってしら。

3. 地質と土壌

地質は秩父古生層に!兎し，法岩は主として頁岩よりなり，土質は埴質壌土にかなりの礁を混じ深さは

中庸である。なおドイツトウヒお上びモミジパプウの林分について土壌調査の結果は Profile 1-3 のと

おりである c

4. 気象

見本林の位置は，東経 1330 56'. ;:I\::締 33 0 55' 付近にあって，緯度のうえではかなり南に位するが，

平均海抜高 760m におよび，気温は比較的低くやや寒冷である。すなわち降霜は 10 月下旬~4 月下

旬，また，降雪は 11 月下旬-3 月下句にわたり，冬期jjl'dは主として凶北の季節風がある。

なお，谷本目山国有林を中心とするもよりの気象観測所(東豊永，本山，長岡，横山)による既往 10 カ

年の気象平均は Table 1 のとおりである。
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Fig.2 地形l'Z1

Table 1. 見本林付近の気象

Meteorology in the environs of sample plantation 

統計年 Years of observation (1947~195G) 

平均気温 Mean air temperature (oC) 
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L 

Profile No. 1. Profile No. 2. 

I3D型土壌 BD型土壌

AIさ( 1 林班ロ小班) A区( 1 林班ロ小班)

NE 850，傾斜 250 ，秩父古生 NE 85 0 ，傾斜 250，秩父古生

倒。 層。

O~3 cm 落葉層。 O~2 cm 落葉)商。

1 cm 腐葉層。 0~1 cm 腐葉)荷。

15 cm 黒色に富む埴土， 5 cm 黒色，腐植に富む

小礁を含む団粒構 埴壌土，石れきに

造，軟，湿，細根
B 

富む，怒， iE，細

中。 根多。
B 

15 cm 暗黄褐色，腐植を 17 cm 0音黄褐色，腐植を

含む埴土，石れき 含む埴壌土，石れ

を含む塊状または きに霞む，団粒お

堅果状構造，軟~ よび塊状構造，

堅，湿，中根少。 j~， i毘，細根中。

60 cm N褐色，埴土，石 58 cm 黄褐色，埴坂土，

れき之し，軟，湿， 石れき乏し，札

根少。 C 
湿中根少コ

c 

5. 植 生

本植生は，温帯性モミーツガの鮮系に属している。そして現在における見本林の植生についてその構成

種をあげてみるとつぎのようなものである O

a. 1 林班の地表植物

[l 時並組物 ウツギ 9 アキグミ，エゴノキo

低木類 中性植物イロハカエデ，ムラサキV キプ。

陰性他物 イヌガヤ，ケクロモジ，コクサギ。

Ji 問削物ノグヶ，ャマアヂミ o
下草類 中性植物ナガパノモミジイチゴ，ブジテンニシソワ。

陰性~Il物クマワラビ。

ヅノレ純物 イワガラミ，アケビo

b. 2 林斑の地表植物

陽性植物 ウツギ，アキグミ。

低木類 i 中性植物イロハカエデ，ムラサキジキプ。

陰性植物ケクロモジ。

i 陽性梢物

下草類:中性植物

l 陰性植物

ススキ，クマイナゴ，サルトリイパラ， νν ウド。

ナガパノモミジイチゴ，ブグテシニンソウ。

クマワラビ。
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Profile No. 3. 

Bc型土j<Jli

B 区 (2 林班ホ小売圧)

NE 50 0 ，傾斜 250，秩父古

生層。

0-1 cm 落葉層2

1-2 cm 腐楠層。

10-13 cm 黒褐色，腐植

に富む埴壌土，

石れき多し，粒

状および塊状構

造， !炊，湿，細

根・中根中。

18-20 cm 黄褐色，埴土，

石れきに富む，

粒状構造，軟，

湿，中根多。

60 cm 淡黄褐色，境

土，石れきに富

む，粒状構造(弱

皮) ，軟，湿，

中根少。

1) ドイツトウヒ (Picea excel sa LINK.) 120 本

2) リギダマヅ (Pinus 1" igi・dαMILL.) 120 本

ツノレ杭物 オオパノウマノスズクサ，アケビ。

以上のごとく槌生状態はほとんど変りなく，双方

の見本林がともにその立地条件におし、てほぼ等しい

ことを示すものといえるであろうっ

成林経過

1.植付

この林地はもとモミ，ツガを主とする針広混交林

であったが 1 林斑は 1910 年(明治 43 年)に，ま

た 2林斑は 1911 年に主伐がおこなわれた。そして

苗木は 1910 年 3 月，大栃営林署管IJg ， 山旧苗畑養

成の 8 種類， 674 本の山行苗が 11ヰ;J!lに植え付けら

れ，翌 1911 年 3 月，高知営林局構内箇畑養成の

12 種類(うち 1 種は日本産カラマツ) 365 本の山

行苗が 2 林班にそれぞれつぎのように植え付けられ

Tこ 3

現在の樹令は 1 林班は 46 年 2 林班は 45 年で

ある。

a. 1 林班の植付樹種とその本数

3) アメリカスズカケノキ (Platanus occidentalis L.) 160 本

4) ヒロハハコヤナギ (POρulus deltoides MARSH var. monilife1"a HENRY) 15 本

5) ギガシトネズコ (Thuja gigantea CARRIERE) 14 本

6) モミジパブウ (Liquidamba1" stY1"acif;ua L.) 45 本

7) ノ、ンテシボク (Li1"iodend1"on tuli�ife1"a L.) 40 本

8) ν ナサワグ/レミ (Pte1"oca1"ya Steno゙te1"a C. Dc.) 160 本

b. 2 林斑の植付樹種とその本数

1) リギダマツ (Pinus 1"igida MILL.) 115 本

2) パシク νアマツ (P. banksiana LAMBERT) 20 本

3) オーストリヤマツ (P.la 1"icio POIL.) 30 * 
4) センぺ lレセコイヤ (Sequoia sem戸ervire却S ENDL.) 15 本

5) ν ナサワグノレミ (Pte1"ocarya Stenoρtera C. Dc.) 35 本

6) ドイツトウヒ (Picea excelsa LINK.) 100 本

7) ヒマラヤνーダー (Cedrus deodara LOUD.) 10 本

8) ドイツアカマブ (Pinus sylvestris L.) 5 本
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9) アカVヤ (Acasia sp.) 10 本

10) カラマツ (Larix kaem�feri SARG.) 5 本

11) アメリカスズカケノキ (Platanus occidentalis L.) 5 本

12) コノテガν ワ (Thuja orientalis L.) 15 本

このように 1~2 林班のあいだには航付時に 1 年のずれがある。また，樹慢のなかそもドイツトウヒ，

リギダマツ， νナサワグノレミ，アメリカスズカケノキの4f屯は双方に~l'~え付けられているが，その本数は

異なっている。そしてこれら外国間種の導入，見本林の設去十，あるいは種子の経歴，育苗ないしはWi!寸の

方法についてはなんらの記録がなく，ただ 2 林班の納付けにあたって苗木の掘取りから植付けまでに 10

日を要したことが造林台帳に記入されているのみで， くわしい事情を知ることができない。

まず単位而積あたりの植 1守本数は， 1 林斑の場合 0.18 ha について674 本で， この ha あたりは 3， 075

本，また， 2 林斑は 0.12 ha に 365 ;1ごの締付けで， ha あたりは， 3 ， 042 本となり，双方ともにおよそ

3， 000 本植となっている。

っきfに各樹種ごとの航付区分については， 1 林班と 2 ，j;f:Jifではかなりその趣を異にし，なかでもドイツ

トウヒとマツ類に主としてふかL 、関心がょせられたもののようである。たとえばドイツトウヒは 1 林班の

下方に， 2 iホ班では上方に，そしてマツ類は 1 林班はと方に， 21本班は下方に植え付けられ，その他の樹

種はこれらドイツトワヒとマア類の中間もしくはその付近にいずれも樹程ごとに植え付けられている。し

たがって各樹種こe との立地に対する選択に関しては，かくべつの考慮がはらわれなかったようである c

このように見本林は部分的に単一樹種をなしているがその全ぼうは多樹種の集団であり，現在ではあた

かも針広混交林のごとき様相をあらわしている。

2. 保育と成績

1910 年 3 月植付けいらい 1925 年 9 月に L 、たる 15 iドのあいだに 7 回の手入れがおこなわれ，また，

成績調査は 1917 年 9 月までに 1 林班は 4 回， 2 林班は 3 回おこなわれている。そしてこの間の成績につ

いては 2 林班のドイツアカマツをのぞくほかはおおむね順調な生育をしめしている (Table 2~3) 。し

かし，その後は戦前，戦後を通じここ数年前まではやむなく等閑視され，この間の推移については知るニ

とができないが，たまたま 1951 年，大栃営林署，高村町福一郎2) によって成績調査がおこなわれ，ょうや

くその概況が明らカ、にされるにいたった。

当時の調査によれば，樹穏によりかなり差を生じていたことがうかがわれ，なかでも 1 林班のドイツト

ウヒ，モ~i;/パプウ，ハンテシボクおよび 2 林班のドイツトウヒ，ヒマラヤνーダー，カラマツはおおむ

ね順調な生育をしめしているが， 11木班のアメリカスズカケノキ， νナサワグルミ 2 林班のゴノテガν

ワのように消失本数は比較的すくないが生育のあまり好ましくないもの，ある L 、はまた 1 林班のギガン

トネズコ 2 林班のパンク νヤマツ，オーストリヤマツのように植付本数の大部分がすぐに消失した樹積

もある。

なおこニでとくに注目されることは， 1925~1951 年にいたる保育の空白によって， \，、ちじるしい消失

本数をまねき，また，その生育推移につL 、てもきわめて重大な変化をもたらすにいたったことである。
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調査の方法

今l'司の調査は. 1956 年 11 月つぎの方法により筒所 (1-2 林斑)ごと tこ樹種別訓査をお 4 なった。

1. 胸高直径

直径巻尺により c川以下 1 位まで毎木に測定した。

2. 樹高

麻生式ìHU高器全もちい 111 以下 1 位まで毎木測定をおこなった3 しかしドイツトウヒおよびリギダマツ

については，毎木に測定困難なため植付けの場所ならびに胸高直径を考慮し，できるだけ平均値が求めら

れるよう選木ì\llJ定をおこなった。

3. 樹幹析解木の選定

樹積ごとの樹幹析解がのぞましいが，ここでは比較的生育良好とおもわれる 1 林班のドイツトウヒ，モ

ミジパプウおよび 2 林班のドイツトウヒについて，胸高直径により断面積をもとめ，その平均断面îfllにも

っとも近い直径をもっ樹木を選定した。

4. 林分調査

この見本林は，而h'iは小さいが樹種は相当多く，なかにl土地 iナ本数のきわめて少ないもの，あるいはま

た，その成林過程にかなり消失樹穫もあって，現に林分を形成するものとみられるものは 1 林班のドイ

ツトワヒ，モミジパブウおよび 2 林班のドイツトウヒだけである。

調査の方法は，これら 2 種についてあらかじめ周囲測量をおこない，胸高直径ならびに樹高を測定

した。

結果ならびに考察

調査の結果は， Table 2-3 (1956) および 4-6 のとおりである。そしてこれを 5 年前におニなった

高橋福一郎2) の調査と比較した場合，現存樹種に変りなく，またその本数においてもリギダマツを除く他

はかくべつの変化はみられない。またこれらの資料によって知られるように， ドイツトウヒ，モそジパブ

ウ，カラマツ，ヒマラヤνーダー，ハシテンポクのような主として寒い地方の樹種が植 rt当初カ、ら順調な

生育をしめしている反jfrî. マツ類は全面的に好ましくない波紋である。すなわち，オーストリヤマツ，ノミ

ンク ν ヤマツ， ドイツアカマツの 3 種はすでに消失し，現在残っているものはりギダマヅ 1 憧となってい

るが，しかしこのリギダマツもここ数年らい，かなりの本数減をしめして L 、るご

マツ類の不成績原因については，相当複雑な因子によるものと思われ，容易に!lD断できないが，要する

に立地がやや寒冷であること，および雨量が比較的多く，かっ渓谷にのぞむ狭あいな場所であるだけに，

マツ類にもっとも必要な陽光の不足が考えられ，結局これら環境因子によってかもされる影響のあらわれ

とみるべきであろう。また最近リギダマツの急激な本数減については，現に病虫害はみられないが相当以

前のものと思われる枯損，転倒木がみうけられ，さきに南海地方を襲った台風による被害ではないかと考

える。

つぎに樹種こ'との!実績については，この場合 2. 3 の問題点があるかと思われる。それは 1-2 林班の植

付時に 1 年のずれがあること，および樹種ごとの植{寸本数に大きい開きがあり，また，植付けのさい立地
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1912 1913 

木 数|胸高直径|樹 高 l 本 数|胸高直径|樹 高
Numb巴 r 1 D. B. H. 1 Height 1 Numb巴 r 1 D.B.H. 1 Height 

Tabl巴 2. 附付後の位向( 1 林班) The process of growth aft 巴 r planting (compartment 1) 

一---------- 成総 1910 1911 
一-_____ Rρsult Iττ τ ヘ ; 一一一 • I 

樹 積 一一~一二三u ・ |塙寸本数!本 数|胸高官符 1 j封 印
Species 一一一一一 1 PlantinglNumber 1 D. B. H. 1 Height 

m 
0.85 

cm 
1.4 ハ

Ul
 

m 
0.61 

cm 
1.4 110 0.45 1.2 110 120 

サ
甘
鴻
刊
丹
銅
砕
廿
湖
沼
減
哨
同
州
吋

1. 06 

1. 21 

1. 52 

1. 21 1.4 5 1. 21 1.7 4 0.91 1.5 4 14 

1. 52 1.5 40 1. 21 1.7 45 0.91 1.5 45 45 

1. 52 1.8 30 1. 21 1.7 30 0.91 1.5 30 40 

ツト
Piceα excelsa 

ギダ
Pinus rigi da 

アメリカスズカケノキ
Platαnus occi dentali s 

ヒロノ、ノ、コヤナギ
POJうulus deltoi des var. 問。ηilifera
ギガシトネズコ

Thuja gigantea 
ミジパブ

Li qlli dambar styraciflua 
ンテシポ

Li1"iodendron tulipifera 
v ナサワグノレ

Pterocarya stenoptera 

ヒウイ

1.2 

0.9 

0.9 

ハ
Ul

 
150 

15 

0.61 

1. 21 

1. 21 

l
 

• 1
 
1.7 

1.7 

110 

150 

15 

0.45 

0.91 

0.91 

0.9 

1.5 

1.5 

110 

150 

15 

120 

160 

15 

ツマリ

ウモ

クノ、

0.91 0.9 150 0.76 1.7 150 0.61 1.5 150 160 
、

、

、

1956 

一
数U

b
 

m
 

本
防

1951 

胸高直径
D.B. H. 

成績 1917 

Result 本 数 1 胸高直径|樹 高 1
一一一一一一1 Number 1 D. B. H. 1 Height I 

---------
ヅト

Picea excelsa 
ギダ
Pinus rigida 

アメリカスズカケノキ
Platanus occidentalis 

ヒロハハゴヤナギ
Populus deltoides var. monilife1.a 
ギガシトネズコ

Thuja gigantea 
、i/パブ

Liquidambar styraciflua 
シテシポ

Liriodendron tuli戸 ifer出
ν ナサワグノレ

Pterocarya stenopter・0

猪
口
品
ー
叩

樹高
Height 

m 
17.4 

腕高直径
D.B.H. 

23.2 C/ll 

(11.3-34.0)1 (8.5-23.5) 
28.1 I 16.4 

(21.0-33.8)1 (14.1-20.8) 
14.3 9.8 

(7.2-21.0)1 (4.7-15.4) 
21.3 13.4 

(17.6-24.9)! (12.5-14.2) 

44 

13 

19 

樹 i笥
Height 

21. 6 cml 15.4 111 

(6.8-30.9) 1 (6.0-20.7) 
24.5 16.0 

(15.2-32.6)1(12.0-20.0) 
11. 5 8.2 

(4.2-18.6)1 (3.0-16.0) 
18.3 13.5 

(14. 1-24.5) 1 (13. 0-14. 0) 

本数
Number 

44 

20 

23 

3.63 

6.06 

2.73 

z
 
p
 

p
 

c
q
J
 

〈
ノ

4.6 

2.6 

110 

110 

150 

ヒ

ツ

ウ

マ

持1 穂
Specie s 

イ

リ

13.0 
(5.4-20.5) 

14.7 
(8.8-2 し 6)

4.9 
(4.5-5.0) 

21. 3 
(10.0-34.2) 

22.6 
(13.4-39.5) 

11. 8 
(6.2-22.3) 

2 

19 

11 

13.8 
(5.5-22.0) 

13.5 
(7. 日-19.6)

5.3 
(4.3-6.3) 

19.8 
(9.6-30.7) 

17.8 
(7.1-29.0) 

9.4 
(4.0-15.8) 

3 

20 

11 

2.42 

4.55 

3.93 

2.42 

3.0 

2.3 

5.3 

5.0 

15 

5 

40 

30 

ウ

ク

モ

ノ、

3 4 2.12 2.0 120 

1911-1917年のj求総は人工造林台帳による。

、

、

、

注:



The process of growth after planting (compartment 2) 育( 2 林班)tl: の後付相町Table 3. 

盟
国
笹
川
叫
行
同4
3
N印
字
国
議
離
(
同
)
(
出
羽
川
何
域
掌
)
(
イ
E

・
底
地
)

1917 

胸高直径 高樹

1913 

本 数 1 胸高直径 1 樹 高 I 本 数

Number I D. B. H. I I-Ieight I Number 

高樹

1912 

、 Result I ，..~.， ，.~~，_ I _,. • .. 1. I 
l ぉ1L付本数|本 数|胸高直径

樹種 -----_____ I ,,,",. . ~'I' _. I 

Sp竺二 一三ここごー竺竺竺J~竺~e~_.I:_

1911 11児~ 

Height 

3.03 

D.B.H. 

C押1

3.9 
1n 

0.91 
c1ll 

1.2 

I-Ieight 

C抑1

0_06 
m 

0.36 115 115 115 115 リギダマツ
Pi・ 1111S ri gi da 

2. 12 3.6 20 0.91 0.1 20 0.45 O.O� 20 20 パンク v アマツ
P_ balllisialla 

2.42 3.6 7 0.61 ]_ 1 7 0.36 0.09 7 30 オーストリヤマツ
P. 1削 icio

1. 52 2.1 12 0.85 0.6 12 0.30 0.03 12 15 セシベノレセコイヤ
Sequoia sel/l�crvirel1s 

3.64 3.6 32 1. 36 0.9 32 1. 21 0.09 32 35 V ナサワグルミ
Pteγocaγya stel10þtcγ 日

4.55 2.4 100 0.76 0.9 100 0.45 0.06 100 100 ドイツトウヒ
Picea cxcel sα 

2.12 1.8 3 0.76 0_6 3 0.36 0.03 3 10 ヒマラヤ ν ーダー
Cedrus deodara 

5 ドイツアカマツ
Pil1llS sylvest γ is 

1.82 2_ 1 10 ]_ 06 1.1 10 0.82 0.09 10 10 ヤカ v
Acαci a sp. 

ア

2.12 3.0 4 0.90 0.8 4 0.33 0.03 4 5 カラマツ
Lαri x kae/ll� feri 

-
a
N
H
m
?
l
 

1. 82 2.4 5 1. 51 2.1 5 1. 51 0.21 5 5 アメリカスズカケノキ
Plαtallus occidel1talis 

1. 52 1.5 12 1. 06 1.2 15 0.75 0.15 15 15 コノテプ'i V ワ
Thllja orielltalis 
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(Table 3. つづき)

1956 1951 成績

Result 

ーーーー一一一一-ー一一一一 -------_ 
品樹

1
 n

 
c
 

胸高直径数本i胃結J目的高直径数本
樹穏

Sp巴cies

明1

Height D.B.H. Number 

m 

Height D.B.H. Number 

16.6 
(13. 6~19. 6) 

25.8 
(17.0~34.2) 

12 14.6 
(9.0~18.5) 

21. 2 
(12. 7 ~33. 6) 28 ヅリギダマ

Pin叫Sγi且ida

雲
山
林
弘
一
簿
記
事MT
Z
Z

パンク ν アマツ
P. banksiaJ:a 

オーストリヤマツ
P. !αγi cio 

セシぺノレセコイヤ
Sequoia semρervirens 

ν ナサワゲルミ
Pteγocaγya steno þteγα 

ぷ
百
戸
品
中

19.2 
(12. 3~22. 8) 

♀7.9 
(17.0-39.8) 22 

17.5 
(13.5-21. 0) 

25.3 
(16.6-36.3) 

22 ヒドイツトワ
Picea excelsa 

13.8 
(12.1-15.4) 

26.0 
(19. 8~32. 2) 2 

13.0 
(1 1. 0~15.0) 

24.0 
(17. 9~30. 0) 

2 ヒマラヤ ν ーダ­
Cedrus deodara 

ドイツアカマツ
Pinus sy!vest1"ﾏs 

4.1 
(3. 6~4. 9) 

4.5 
(2. 5~4. 6) 3 

4.6 
(3. 5~6. 0) 

4.6 
(3. 8~5. 日)

4 ヤカ i/
Acacia sp. 

ア

19.9 
(19. 0~20. 8) 

25.0 
(19. 1~28. 3) 4 

18.4 
(17.5~19.0) 

23.3 
(18.0-26.3) 

4 カラマツ
Larix kaemPferi 

10.1 
(8.2-12.2) 

11. 8 
(5. 5~ 16. 7) 4 

9.1 
(7. 8~ 10.5) 

10.8 
(5. 3~ 14.8) 

4 
アメリカスズカケノキ
P!atanus occi dentαlis 

9.4 
(8. 9~ 10. 0) 

10.6 
(9.0-12.5) 6 

8.5 
(8.0-9.5) 

9.8 
(8. 3~ 11. 2) 

注: 1912-1917 :í'Yの成総は人工造林台'1'んによる.

8 コノテガ ν ワ
Thu.ja ori entali s 



四国地方における外国樹種(l) (研究資料) (下回・越智) --~17 ー

の選択が考慮されて L 、ないこと，あるいは成林過程に欠くことのできない手入後の保育がおニなわれてい

ないら二とである。したがって，ニのような現状のもとでは優劣，適否についてきめることは，同j1f~ というよ

りはむしろ無J"llであろう。しかしながら，双方の見本林を通じてみた現在の生育状態ならびに既往におけ

る成績調査の結果とにらみあわせて生育の良否を比較検討するならば，大要つぎのニとがし、えると思う c

a. 生育良好と Jぷわれるもの

ドイツトウヒ，モミジパプウ，カラマツ，ヒマラヤvーダー ， '/\y テンポク。

b. 生育の好ましくないもの

アメリカスズカケノキ， リギダマツ，コノテガν ワ，ヒロノリ、コヤナギ，アカ vヤ。

C. 生育の見込みなきもの

vナサワグJレミ，パンク vヤマツ，オーストリヤマツ，ギガントネズコ，センペノレセコイヤ， ドイツア

カマヅ。

そして成給良好と Jぷわれる樹陸のなかで，現に林分をなして L 、るドイツトウヒおよびモミジパブウにつ

いて，樹幹祈解ならびに林分調査の結果は Fig.3-6 ， Table 4-6 のとおりである。

1. ドイツトウヒ

樹幹祈解によれば， 1 林班と 2 林班のあいだには胸高直径および樹高においてかなりの差がある。すな

わち樹高は 2 林班よりも 1 林班におし、ておよそ 2m 高く，胸高直径では 1 林班よりも 2 林班が 5C//l ほ

ど大きくなってし、る。また，平均材積成長量の関係は， 2 林班はほぼ正常であるが， 1 林班はここ数年ら

L 、漸次低下の傾向がある。このことはもちろん主として地位にもよるが， 1 林班は 2 林班よりも立木密度

白♀ ι ....一ーーー

日 1_________

133 1 一一一ー

Il5 I 一一ー

~3 ・一ー

Fig. 3-(1) 樹幹析解図

(l林班，樹齢 46 年)

ドイツトウヒ

(1ヲcea excelsa LINK.) 

直径 1: 10 

樹高 1: 100 

が高く，林木相互間におこなわれた競争の程度にもよるものとみるべきで

あろう。したがって今後の取扱L 、としては， 1 林斑に対 L早急に1m伐をお

ニなうことが考えられる。

5 
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Fig. 4-(1) 

樹幹析解図

(2林班，樹齢 45年)

ドイツトウヒ

(Picea excelsa 

LINK.) 

直径 1: 10 

樹高 1: 100 
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Fig. 6- (1)樹幹析解図

(U休班，樹齢 46年)

モミジノミブウ

(Liqui dambar styl ・

aciflua L.) 

直径 1 : 10 

樹高 1 : 100 
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樹 種

Species 

ドイツトワヒ

Picea 
excelsα 

モミジパブウ
Liquid. 

αmbar 
siyraciflua 

樹 干軍

Species 

四国地方における外国樹種( 1) (研究資料) (下回・越智) -219 ー

Table 4. ドイツトウヒ，モミジパブワ樹幹析解木調査表

Result of stem analysis on Picea excelsa and Liquidal1lbar styracijlua 

場所 樹齢
直胸径高

樹高 材積 校下高
川中央直径 年輪幅 |R胸a高tio直o径f率

Number:Middle Width Idiameter 
Place Age D.B.H. Height Volume Clear of diame. of 。 f 1/2 
(comp. length bran. ter annual heDig. ht to 

artロ1・ ches nng B.H. 
ent) 

ll 「川l nt| 

% 
46 I 24.0 I 20.20 I 0.4224 9.6 98 16.8 5.6 O. 70 

2 I 45 卜0.0 I 18.50 1 0 叶 96 0.72 

46 20.0 4.9 37 12.0 3.8 0.59 

Table 5 ドイツトウヒ，モモジノミブウ林分調査表

Result of stand on Picea excelsa & Liquidalll�r styraciflua 

|胸高断面積
樹高|合計|本数 l 村積

1 Sum of 1(1/α 当り) 1 (hα 当り)
Height :the basa I Number 1 Volum巴

I rtment) I area i (per ha) I (per ha) 
1(per Iza) I 

ドイツトウ
ヒ

Picea 
excelsa 2 

モミジパブ
ウ
Liquidαm. 

ba;γ 

styraci . 
flua 

293 36 

246 22 

112 18 

|「 m!mω州2引 m 3
幻川山一B牡8+1引lリ印川2幻劉…7引|

7口日3汚5 [トド一一μ山山4.2妊M山±封OM74 lげ7 山4イI 5引山7川川O白610 I 飢 | “叩叩…

121幻l 妊臼l “J1ム!13臼3… 345.83 

つぎに林分l澗査の結果は ， h担当りの換算において 1 村:flEは本数1， 229 本，村伎 519 m3 (単位以下四

捨五入)，また， 2 林況では 89.! 本，村1'\1 467 m3 となっているニいまこれを土佐地方におけるスギ，ヒ

ノキ造林地の林分収校友と比較 (Table 6) した場合，林齢 45 年のスギ I 等地における ha 当り本数

641 本，材積 582m3 ， 同じく E等地では本数 782 本，材積 454 m 3 , また， 同齢のヒノキ I 等地l土本数

765 本，材結 315 m3 の収穫となっており 1 林班のドイツトウヒは，スギ I 等地の本数にくらべておよ

そ 2 倍に相当するが，材積は 119ó (63 m3) 少なく，スギ E等地との比較では，本数，材積ともに多く，

ヒノキの I等地とでは，本数において約 2 倍，材積はおよそ 1.8 倍となっている。つぎに 2 林班のドイツ

トヲヒは，スギの I 等地にはおよばないが， rr等地よりも本数，村積ともにやや多く，ヒノキの I 等地と

では，本数におL 、て 129 本多く，材積ではおよそ 1.5 倍の収穫となっているご

このように 1-2 林班のドイツトウヒはともにスギのE等地およびヒノキの I等地よりもかなり多い収

穫をしめしているこしかしここでとくに注目されることは，これらドイツトウヒが ha 当りの本数におい

ていちじるしく多いことである。このことはもちろん手入後の保育がともなわなかったことによるであろ

うが，いまかりにこの林斑の保育が正常におこなわれたものとすれば，現在の本数は少ないであろう。ま
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Table 6. ドイツトワヒ，モミジノ〈ブウと土佐地方のスギ，ヒノキ造林木との比較

A comparison Picea excelsa & Liquidambar styraciflua with 

Chαmaecyρari s obtusa & Cry ptomeri a jaρonica 

樹種 位|樹齢 高平直均胸径 吋本数|材積 備 考

Plac 巴 Site Avera. Avera-(Nh1a1I当n り ) 1(lza 当り)
SDecies 1, (c~rnRar ・ ge~!'lum~el:1，V~lu~_E; pecies It~~~tr. Iqualityl Age ge Note 

D.B.H 

46 27.8 
ドイツトウヒ
Piceα excelsa 

2 45 

Liquidambαγ 46 
styraciflua 

I 45 6411581.6| 

ス 三千 l BYCJ 山 yi
Cryρtomeria E 45 7824535ldd 凶e in Tosa 

japonica 
district 

IIT 45 山 1 15 . 4 1 960 卜28.8 1 

I 45 28.4 117.4 1 765 卜49.1 I 

113.9 11 , 022 1277.0 I 出Chamaecyρaris E 45 23.7 I 13.9 I 1, 022 I 277.0 I eld table in Tosa 
。bt叫sa

district 

珊 45 ω110.5 11 , 431 1 2∞ 9 I 

た，材積の関係は，除伐-ltfJ伐によって，立木密度の調整あるしぺ主側樹相互間の競合緩和にともなう成長

量の増加が期待されたものと思われる。

2. モミジ/'<フウ

広葉樹のなかで伸びがよく，今日までおおむね順調な生育をしめしてし、る。しかし樹幹析解の結果は，

ここ数年らい急激な上長成長がみうけられ， しかもこの傾向は平均材柏成長量についても同様であるが，

はたしてそれが樹高曲線にみられるような周期的な波動性によるものかどうかはわからない。

つぎに林分調査の結果は ， Iza 当りの換算において，本数 1， 607 本，利積 346m3 となり，一般広葉樹

に比較していちじるしく立木密度の高いことがうかがわれ.また，材積についても同齢のヒノキ造林地の

I 等地にくらべてはるかに多いことをしめしている。

なおこの林分の取扱いについては， うつ防l度が高く，上長成長に対し肥大成長がともなわなかった現状

からすれば，このさいできるだけ急激な疎開をさけ，きわめて弱度の間伐が必要とされよう。

3. カラマツ

当初の~Ii付本数は，わずか 5 本であるが現在までの消失は 1 本であり，その生育もおおむね順調であ

る。場所はドイツトヲヒに隣接する東南に附した丘陵地で，陽当りのよいやや乾燥地である。胸高直径は

19-28 cm ， また，樹高は 19-21 m の筒l羽であり， 2 林斑のドイツトワヒよりも樹高においておよそ 3

m 高い成長をしめしている。しかし本数があまりに少なく，林分は形成されないが，現に四国地方におい
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ても徳島県三好郡三圧村の私有林に相当すぐれた造林地がみうけられ，海抜 íOO-800m 以上の風街地を

除く地域にあってはかなり有望視されるのではなL 、かと思われる。

4. ヒマラヤシーダー

M:付本数 10 本のうち現存木は 2 本であるつしかしこの消失本数 8 本のなかで 7 本までが~1'U寸けの翌年

におこなわれた第 1 回の成績調査によって知られたものであり，従来この種の消失原因につL 、ては往々に

して苗木の国取，前造，輸送，仮航，植 i守の方法など主として技術面の手段方法に左右されることが多く，

このような消失の事例をもって必ずしも立地の適応性を欠くものとは即断できなし、。それはその後 1951

年にいたる 32 年1mにわずか 1 本の消宍しかみられなかったからである。

そして現布の生育状態は，胸高直径 20-32 cm ， 樹高 12-15 m の範囲であり，これを 2 林班のドイツ

トウヒと比較すれば平均直径に変りはないが，樹高平均において 3m ていど低くなっているつ しかし本

樹が相当量の~l'[ 卜J-本数によって，保育が正常におこなわれた場合は少なくともヒノキの I 等地を上回ると

も下らない生育が期待されるであろう。

5. ハンテンポク

納付本数 40 本のうち現住本数は 11 本である。そして胸高直径は 13-40cm ， 樹高は 9-22m の範

囲であり，直径，樹高ともに開きは大きいが，広葉樹としてはかなりの生育をしめしている しかしその

成立の様相はおおむね疎散であり，現に林分を形成するものとは見なされがたい

なお本樹はドイツトウヒに隣接するが， Phot. 4 にみられるようにドイツトウヒの側(左)には校張りが

少なく，その反対nllJに主として拡張するなど相当陽性樹であることがうかがわれ，これが成林には，その

保育期間において必要に応じて適当な疎開が必要とされるであろうっ

むすび

今回の調査によって，針葉樹ではドイツトウヒ，ヒマラヤνーダー，カラマヅ，また広栄樹ではモミジ

パプウ，ハンテンポクのような主として寒い地方の樹種が，比較別に良L 、成績を示していあことが知られ

た。このことは要するに見本林がやや寒冷であり，立地にこれらの樹種がほぼ適応するものとみるべきで

あろう。

この見本林については，アでに述べたように，設定の方法あるいは成林過程において適当な取扱いがお

こなわれなかった事情もあり，調査の結果についてもなか検対の要はあろうが， しかし一応現主ーまでの生

育状態についてその概況をうかがし、知るニとができょう。

最近わが国の造林は奥地林の開発にともないj軒[次高山地'1告へ移行しつつある現状であり，従米のように

スギ，ヒノキのみを対象とする造林はしだし、に困難となるであろう c しかしながら， ~れらの地域に適応

する成長の早い外国樹種の導入によって生産性を高めることについては，なお今後の研究にまたなければ

ならない。
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Phot. 7. ヒロハノ、コヤナギ
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Phot. 9. ドイツトワヒ (/J ;fド

( 2 林班)
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Phot. 11. カラマツ，ヒマラヤνー
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